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・学習指導案に基づく協力授業と適切な事前・事後指導の組み合わせに 

よって,学生の学習を導くことが可能であること 

・授業を参観している学生の関心は,子どもや教師の「意図」や「気持 

ち」に焦点化されていること 
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工　はじめに

教員養成系大学・学部における教員養成カリキュラムでは, 1990年代以降フレンドシッ

プ事業を中心に体験的なカリキュラムが多く導入されてきた.特に教員養成初期段階の1

年次から,附属学校園における観察実習を中心とした内容が多く取り入れられている.太

田(2005)は, 1年次生を対象に,学生の授業語録の取り方と参観後の研究協議における学

生の状況を分析している.また,小柳(2009)は,学部から大学院につながる体系的な観察

実習指導の方法として,学部で重点的に指導する項目,学部と大学院で螺旋的に指導する

項目,大学院で重点的に指導する項目を明らかにしている.

信州大学教育学部でば1年次から臨床経験科目「教育臨床基礎」を履修する(現在は,

カリキュラム改訂が行われ, 「教育臨床入門」の一部になっている).附属松本学校園にお

ける教育活動に日常的・継続的に参加することを通して,子ども理解や教育に対する理解

を深めた上で　自己の教育経験を相対化して教育を複眼的な視野で捉え直すとともに,学

校教育現場における観察実習の基礎的な知識・態度を身につけ,教職への関心・意欲を高

めることを目指している.これらのねらいを達成するために,所属学級担任の授業や教育

実習生の研究授業の参観を行ってきた(村瀬ほか2005).また,授業参観だけではなく,

学習指導案の読み方や授業参観記録の書き方の指導も合わせて行ってきている(安達ほか

2010,谷塚ほか2011).

本研究では,教員養成初期段階の学生に対して,学習指導案の読み方,授業参観記録の’

書き方,授業参観時の基本的所作,事後検討会への参加方法など,授業研究方法の基礎を

どのように指導すればよいのか,そして,教育実習におけるそれらの指導とどのように関

連づければよいのか,附属学校園と学部で指導プログラムを共同開発することを目指して

いる.そこで　本研究では,授業観察記録のとり方に焦点を当てた授業研究の指導の在り

方,特に,教育実習の授業参観を通した授業研究に関する指導の効果について明らかにす

ることを目的とする.

2.実践研究の概要

2.1実践の対象

本研究の対象学生は, 2011年度に「教育臨床基礎」を履修している信州大学教育学部1

年次生290名である.各校園の所属人数は,附属幼稚園52名(5学級), 、附属松本小学校

119名(12学級),附属松本中学校119名(12学級)である.各学生は,自分の所属学級

を中心に,所属校園において年間10回程度の活動に参加することになる.

2.2全体の流れ

指導全体の流れは,表1のとおりである・附属学校と大学を拠点としながら,授業参観

の事前指導,事後指導を行った.

2.3大学での事前指導

授業を参観する1週間前には, 「授業研究における授業観察の方法と子ども理解の方法」
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というテーマで　大学で全体講義を行った.ここでは,主に授業研究を行う意義(授業研

究が行われる意味・日本の授業研究の特徴)と,授業研究の方法(学習指導案の読み方・

観察記録のとり方・授業観察をする際に心掛けること)について講義をした.授業の後半

には,授業映像を使用しながら,実際に観察記録をとり意見交換を行う活動を取り入れた.

2.4附属学校での事前指尊・授業参観

参観当日のスケジュールは表2に例を示した.参観クラスは,臨床実習の配属が中学校

の者は中学校,幼稚園・小学校配属の者は小学校へ行き,参観者の人数に大きな偏りが生

じないように研究授業を行うクラスに振り分けられた.授業参観当日の朝には,附属教員

から「授業参観のポイントと学習指導案の読み方」というテーマで　改めて授業観察をす

る際のポイントや学習指導案の読み方についての全体講義があり,参観する学習指導案の

主眼や授業全体の流れについて確認をした.

2.5大学での授業研究会

授業参観後は大学にもどり,参観授業の授業研究会をおこなった.初めての授業研究会

となるのため,授業を検討する視点を定めることができるよう,ワークシートを配布し自

分の意見や疑問を整理する時間を設けた.その後, 3へ4名のグループに分かれ,ワークシ

ートに記入した内容にそって,観察記録を用いながらディスカッションをおこなった.

表「指導全体の流れ(附属松本小の場合)

¥ �>�vR�場所 

事前指導 俎Xｶ��大学 

「授業研究における授業観察の方法と子ども理解の方法」 

講義 儿ﾙ�顯ﾉgｸ惲�

「授業参観のポイントと学習指導案の読み方」 

授業参観 仆8支����h,ﾈ�ｼh/���ｬ��附属松本小 

事後指導 伜�ｬ�hｼh,ﾈ�ｼhﾊHｸh檍,ﾈ��邊�大学 

教育実習生の授業研究会を参観 儿ﾙ�顯ﾉgｸ惲�

表2　参観当日のスケジュール(附属松本小学校の場合)

8:50-　9:00 假9WB�附属松小 

9:00へ　9:30 俎Xｶ��X�ｼh��ｬ�,ﾈ7ﾈ48986x,hｧx�轌;�粂,ﾉ<x-ﾙ_ｸ�b�附属松小 

9:40へ10:25 侈Hｸh�ｼh��ｬ�����咽几佩2ﾉ�Xｧx-h昆:竰�附属松小 

10:40へ12:10 假hｼd�#�MHｻ8�����ｬ�hｼh,ﾈ�ｼhﾊHｸh橙�大学 

12:10へ16:10 �(ｸｷ�-ﾒ�8ﾌ��ﾌ�厩ﾙ�隗xﾕｨ-h昆:竰�大学 

16:30へ17:30 仆8支���uXﾊHｸh�ｼh,ﾈ�ｼhﾊHｸh檍,ﾈ��ｬ��附属松小 

17:35 ��X檍ｶ8�,X��ｫI�ｨｴﾉ?ﾉw�鑄/�ｴﾉ?ﾈ�Y/��ﾎ2ﾈ岑ﾕ｢�附属松小 
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表3　事後検討会のワークシートの項目

1. 3つの観点から授業を参観した感想を書きましょう.

・授業者の手立てと支援

・児童・生徒の学び

・教育実習の様子

2.参観した授業に関して,授業者に質問するとしたら何を質問

したいですか? 3つ挙げてみましょう.

3. 2.で挙げた3つの質問に関して,授業者の回答を予想して,

自分の意見を書いてみましょう.

発言する際には抽象的にならないように,授業場面や時刻などを明示し,そこでの教師

と子どもたちの具体的な動きや発言・発問などの事実と共に自分の意見を述べるように指

示した.

2.6教育実習の授業研究会の参観

小学校参観者内の希望者は,夕方から附属松本小学校行われた授業研究会を参観した.

3.調査と結果

3.1観察記録に関する事前指導と成果について

大学での事前指導では,初めて授業を参観しながら観察記録をとる1年生のために,観

察記録をとる意味や,記録のとり方についての講義をおこなった.観察記録をとり方につ

いてぽ　ノートとクリップボードを用意し,記録をつける際には多色ボールペンを使用す

ること,全てを記録しようとせず,子どもと教師の姿や発言を記録ながら,気づいた点や

疑問に思った点,意見などを記録すること,また,授業の流れに置いて行かれることない

ように,消しゴムは使用せず,記号や絵などを用いて記録をとってもよいこと,時刻を記

入することなどを伝えた.また,授業をみる視点としては, 「子どもの学び」については

一人の子どもの個の動き(発言,つぶやき,しぐさ,表情,目線)や友達や教師との関わ

り(問いかけ,対話,反応)に着目しながら,学びの過程を記録すること.また, 「授業者

の手立てや支援」については,教室全体や個々の子どもに対する言葉や動き,板書や提示

された資料・教材を記録することなどを伝えた.それらを講義した上で　授業の映像記録

(小学較・国語)を用いて,実際に授業をみながら語録をとる演習を行った.予め編集さ

れた映像を観ながらのため,実際の授業観察とは状況が異なるが,止まることなく進む授

業の中で,同時に起こる子どもの発言や教師の動きとらえ,記録に残していくという感覚

を実感する機会とした.

演習の授業参観で書かれた記録の一事例を図1に示した.演習で書いた観察記録は初め

て書いた記録であるが,項目ごとに子どもと教師の動きや発言,日鞍山が示されており,矢

印を使うなどして授業の動きを分かりやすく示し,考察の欄に気づきゃ疑問点などを書き

込むなど講義の内容を踏まえて記録をしている様子がうかがえる.
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図「観察記録演習で記された記録の-事例

また,実際の授業参観で書かれた記録の一事例を図2に示した.実際の授業参観で書か

れた記録においても,多色のボールペンを使いわけ,時刻と共に授業の事実をしっかり記

述した上で　意見を記入できている.ここで示したのは一事例であるが,他の学生の記録

からも,多色ボールペンによる色分けや矢印や絵などを用いながら授業の事実を記し,自

分の考えや意見などを加えながら記録に残していく様子が確認できた.

ー15　喜



せ　憲∴蜜 

嵐‡ 劔W��ﾉﾒ���� 劔l し 剪��ﾂ���) 鳴�ﾂ���鋳���i 白�����ｨ��� 白� ��

惑　~ 三軍 固 �) 」教) さJ ��こ逗 �ｲ�wx*B�雪 } 羊う �<R�しl ��〉 l ) i ( l i 亦�ﾂ������ﾂ��( ���ﾂ�鳴������! I ���ﾋ��ﾂ��ﾂ���鳴��｢�����) 

i爆“ 卒 討、 刪齠﨎ﾂ 書ー e玲 塁 審竃 トト 脅匡 ��亰ｲ��ｸ���小 輩 �*ｲ��(+X*ｲ�*ﾘ�"�R��"�劔�������( 

竜 馬 

憎く ��佝B�轟 抱馗��蔟ﾂ���劔劔鋳��� 

尊 }ゝ罵 劔倅����R� 劔 ��劔�( ( 

葦ん 凵@l .ぶ:)1 劔��’十“ i ��i ) � ��R��)｢���

き● 剴ｱ電 塁 ���ﾃ｢���R��劔 � ��( ( ‡ ) l ‡ ��( ���ﾂ���*ｲ���� 冤 i 窒���

引 立.! 剪��ﾂ���1 欝 鎚���h���b�鋳������R�亦���亦������ｶ��劔剏¥ l 

e高! 室 i〇・ 講 剪�二ら~ ! ����

薬襲繋 ア. 

図2　授業参観で記された記録の-事例

3.2参観後の授業研究会の実施と成果について

(1)事後アンケートの結果から

授業終了後に事後アンケートを実施し,下記に示した12の設問に対して5件法で尋ね

た. 290名中281名からの回答があった.結果は図3のとおりである.
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①子どもたちの学びの姿がわかった

②自分の教育実習への意欲が高まった

③臨床経験科目での私の今後の課題を明確にできた

④授業観察記録をしっかりと書くことができた

⑤配付された指導案から授業の内容を把握できた

⑥授業研究の方法やマナーがわかった

⑦このような機会があれば,次回も参観したい

⑧6月7目(火)の大学での講義が役に立った

⑨当日の参観前の附属での講義が役に立った

⑲授業後に参観授業について実習生(授業者)と話をしてみたい

⑪授業後に参観授業について実習生(参観者)と話をしてみたい

⑫授業後に参観授業について他の学生(参観者)と話をしてみたい

0%　10%　20%　30%　40%　与0%　60%　70%　80%　90%　10α苑

①子どもたちの学びの姿がわかった

②自分の教育実習への意欲が高まった

③臨床経験科目での私の今後の課題を明確にできた

④授業参観記録をしっかりと書くことができた

⑤配付された指導案から授業の内容を把握できた

⑥授業研究の方法やマナーがわかった

(りこのような機会があれば次回も参観したい

⑧6月7日(火)の大学での講義が役に立った

⑨当日の参観前の附属での講義が役に立った

⑲授業後に参観授業について実習生(投薬者)と話をしてみたい

⑪授業後に参観授業について実習生(参観者)と請をしてみたい

⑰授業後に参観授業について他の学生(参観者)と話をしてみたい

○そう思う　看ややそう思う　瀧どちらとも言えない　Sあまりそう思わない　接そう思わない

図3　事後アンケートの結果

「そう思う」 「ややそう思う」という肯定的な意見が多かった項目は, ①子どもたちの学

びの姿がわかった(89.0%), ⑦このような機会があれば,次回も参観したい(93.6%),

⑩授業後に参観授業について実習生(授業者)と話をしてみたい(89.3%)であった.一

方で,肯定的な意見が少なかった項目は, ③臨床経験科目での私の今後の課題を明確にで

きた(65.1%), ④授業観察記録をしっかりと書くことができた(68.0%)であった.

(2)振り返りアンケートの記述から
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述式で回答を求めた.

1.大学での事後検討会で学んだこと　　　　　　　　　、 

2.先輩の授業研究会を参観した感想(該当者のみ) 

3.次の授業参観で,どのように活かしたいか 

「1.大学での事後検討会で学んだこと」に関しては主に,多角的な視点で授業を捉え

ることの重要性を実感したという回答,新たな課題を見出した回答,授業研究会の意義を

実感する回答がみられた.

<多角的な視点で授業を捉えることの重要性の実感>

・仲間との意見交換を通して,自分からは見えていなかったことや,感じなかったこと

も友達はしっかり授業でキャッチしていて凄いなと思いました.もっと広い視野で授

業を見ていかなければいけないと感じました.

・私は教師の授業の進め方や行動を見ていたが,ほかの人は生徒の様子,学習カードの

扱い方など自分とは違う視点で見ていたので,とても参考になった.これからは-点

だけを見るのではなく,様々な視点から授業を見ていきたい.

<新たな課題の獲得>

・私は今回,うまく観察記録票を書くことができなかったけど,友達の記録票を参考に

しながら,今度は全体ではなく一人の生徒に着目していきたいと思う.

・着目する点が自分と同じ人もいるけれど,自分とは違う点に注目していた人の話を聞

くととても勉強になると思った.次は別の切り口から見てみようと思えた.

・みんなの観察記録票も見ることができ,次回からへの参考になりました.

<授業研究会の意義の実感>

・意見交換を通して,あまり気にならなかったことにも改めて目をむけることができた

ので,もっと仲間と教育のことに関して話し合って意見を聞きたいと思った」

・やはり,一人だけで反省すると,自分一人の狭い視点でしか捉えられない部分もある

と思うので,仲間と話あうのはいい刺激になるし,視野も広がると思った

・授業の内容や注目すべき点について話し合い,意見を聞くことの大切さを感じました.

「2.先輩の授業研究会を参観した感想(該当者のみ)」では主に,自分が行った授業研

究会と比較し省察した回答,将来に対する意欲を示した回答がみられた.

<自分が行った授業研究会との比較と省察> 

・今の自分たちでは,気づかないような点まで指摘し合っていて,本当に先輩のすごさ 

を間近に感じることができて,もっと頑張ろうと思えるようになりました. 

・私はまだ表面しか見ていないと感じた.先輩方はもっと細かく児童を観察していた. 

また,指導教官の先生は先輩方以上に細かく見ていて,納得させられることが多かっ 

た. 

・同じ授業を見ていたはずなのに,自分では気が付かなかった授業の良かった点や改善 
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点がたくさん挙げられていた.鋭い意見もありとても学ぶことが多かっだ

<将来に対する展望と意欲向上>

・さすが4年生ともなると,目を付けている箇所が違うなと感じた.とても些細な事で

も意見を出し,自分の考えも持っていて凄いなと思った.私も3年後にはあんなふう

になれていたらいいなと意欲を出すことができた.

・第一に先輩たちの真剣さがすごく伝わってきて将来は自分もこのように真剣に実習に

向き合わなければならないのだと強く感じた.

・自分も2 ・ 3年後にはこんな風に子供たちの行動や発言について学び,活発に意見交

換をなせるようになっていたいと思った」などの

「3.次の授業参観で,どのように活かしたいか」に関しては主に,一人の子どもに着

目したより細やかな授業観察を課題とする回答や,分かりやすく詳細な観察記録をとるこ

とを課題とした回答がみられた.

<一人の子どもに着目したより細やかな授業観察>

・児童の微妙な行動や表情の変化を先生や先輩方はとても細かく観察していて,自分も

見習いたいと思いました.

・子どもの心の変化を見ることができるようになるために,小さなっぶやきゃ表情など

細かいところにも注目するようになる.

・今回は一人の子に焦点を当てて書いていたが,その子の些細なっぶやきゃ行動を見逃

すことがあってうまく書けなかった.次回は些細なことも観察したいと思う.

<分かりやすく詳細な観察記録>

・とにかく善くに必死になり,ひとりの児童に焦点をあてることや,色ペンの使い分け

が全くできなかったので,もっと落ち着いて観察できるようになりたいです.

・今回,初めてということもあって,最初の講義のような授業観察記録を作ることがで

きなかった.色ペンなどをうまく使うことができなかった.後ろで先輩方の記録のと

り方を見て学んだので　次からはうまく参観できるようにしたい.

・どんな言葉で書いたら後々見やすいか,どこを重点的に見たら良いか,ペンの色分け

はどうやったらいいか等,現役の先生方や先輩方からよくお話を聞いて,自分にあっ

たやり方を模索していきたい.

4.おわりに

教育実習の授業参観を通した授業研究に関する指導の成果について,観察語録に関する

指導と,参観後の授業研究会に関する指尊からまとめると,次の2点をあげることができ

る.

まず1点目は,学部1年次生であっても, 3年次・ 4年次に履修する教育実習を見据え

つつ授業研究方法を段階的に指導することによって,学習指導案の読み方を身につけたり,

自分の意見も記入しつつ授業観察記録をとりながら授業参観したりすることができる点で
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ある.学生が記入した実際の観察記録票を見てみると,授業の事実をしっかり記述しよう

としている様子を見ることができた.また,実際の授業で観察記録をとることを通して,

多色ボールペンを効果的に活用しながらより分かりやすく詳細な観察詳録をとることの意

味を理解し,次の授業参観への意欲を高めていた.

2点目は,参観記録をとりながら授業参観することに加えて,授業研究会に参加するこ

とが,多角的な視点で授業をみることの重要性の実感や,新たな課題の獲得へとつながる

点である.さらに,教育実習生の授業研究会の参観が,将来の教育実習に対して展望しな

がら意欲を高めることにつながっていた.

以上のように,教育実習参観を取り入れた授業研究指導によって,教員養成初期段階の

1年次から授業研究力を高めていくことができ, 2年次以降の「教育実習」や「教職実践

演習」等の臨床経験科目の履修に体系的につながっていくこと可能性が本実践よりわかっ

てきた.
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